
HIGASHI
「ファイナンス・パーク」って！？
９月６日火曜日に、本校２年生が「ファイナンス・パーク」へ行ってきました。このファイナ

ンス・パークとは、市内の中学２年生全員が「いわき市体験型経済教育施設『エリム』」（東日

本大震災復興のためにカタールから支援をいただいて建設）へ行き、施設内に再現した「街」の

中で社会の仕組みや経済を体験学習するものです。具体的には、生徒たちは個々に与えられた収

入・税金・家族構成等の条件の中で、必要なコストを計算し、生活を成り立たせるプランを作成

します。（小学校５年生は、同施設で「スチューデント・シティ」として生産者・販売者と消費

者の仕組みを学んでいます。）

１ 収入等、与えられる条件
□ 朝、生徒が座った席には必要なものがセッティ ①年齢 ②結婚の有無 ③子どもの数

ングされており、その中に右のような内容のカー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ドが入っています。この条件で、１日の学習を進 ④ 年 収（2,000,000～8,000,000）

めます。各条件、特に年収（毎月の給料）や子ど ⑤ 税 金（年収によって課税）

もの数はひとりひとり違っており、それによって ⑥ 保険料（年金・健康保険等）

毎月使える金額や支出項目が違ってくるため、生

徒は自分の条件に応じた支出を考えなければなりません。

２ 毎月のお金の使い道を考える。
□ 各家庭では、様々な支出があります。生徒たちも与えられた条件に沿って、住宅、車、電

化製品、保険等を選び、また、必要な経費（電気代・ガス代・水道代・電話代・外食費・医

療費・冠婚葬祭費・貯金等）を支出した上で、毎月の収入額以内に納めるようにします。

＊他にもたくさんの「オプションシート」がありました。

□ 収入が多いからと言って部屋数の多い家に住むと、それに伴って家電製品も増え、電気代

等の光熱費も高くなります。いい車に乗ろうとするとその分の支出をどこかで削らなければ

ならなくなります。それらの兼ね合い・バランスをどうするかを与えられた条件を元に考え

なければなりません。

３ 支出のチェックをする。
□ 最終的な金額をパソコンに入力し、適正かどうかを判断してもらいます。

４ レポートを受け取る。
□ 「生活設計の結果」を受け取り、学習は終了です。

今回のファイナンス・パーク研修に際し、７名の保護者の方にボランティアとしてご協力

いただきました。ありがとうございました。

令和４年度 植田東中学校だより №１８

発行者

校長 西内英理

2022/9/22



◆ 資 料 ◆

資産運用のため株取引もします。⇒

生徒の感想

○今回、お金の使い方についてしっかり学ぶことができたと思います。計算を何度もやり直して、必

要でないものを見直す作業が大変でした。最後には、残高が１万円以上残せたので、安心しました。

大人になったら、毎月こういうやりくりをしていかなければならないと思うと、本当に大変なこと

だと思います。親の大変さがわかった一日でしたが、ミッションを達成できたので、楽しい思い出

になりました。

○今回のファイナンス・パークで、お金の大切さが改めてわかりました。お金がなければ、食費、ガ

ス・水道・電気代など払わなければならないものが払えなかったり、被服や家電製品など欲しいも

のが買えなかったりで、生活が厳しくなるのが現実なのを初めて知りました。大人の大変さを実感

した。普段家族に頼ってばかりの自分を反省し、親に感謝しながら生活していきたいと思いました。

○僕が今回のファイナンス・パークで学んだことは、将来生活するためのお金をやりくりする方法で

す。働いて得た収入を、どこにどう配分するのか、そしてどこを削るのかをしっかりと考え、使え

る金額に合わせることが大切だということに気づきました。今回のファイナンス・パークでの学習

を活かして生活していきたいと思いました。

○私は今回の活動で、生活のプランを立てることはとても大切なのだと思いました。年収が少ないと

いろいろな事を削らなければならないことや、家族のことも考えてプランを立てなければならない

ことから、お金の大切さをより実感しました。そして、私は今回活動して学んだことを生かして、

将来生活していこうと思いました。この活動は私にとっていい経験になりました。

○父や母が一生懸命に働いて得た収入を、家族のことを第一に考えながら、有効にそして計画的に使

って、私たち家族の生活を支えてくれているんだということが分かり、その大変さ・苦労に気づき

ました。このようなたいへんな思いをして私たちを育ててくれている親に、あらためて感謝です。


